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１．研究計画の概要 
 本研究では、近年盛んになってきている超
小型人工衛星の軌道上運用に不可欠な姿勢
変化を人工衛星に搭載されているアンテナ
が指向パターンを有することに着目して推
定することを目的としている。 
 今までの研究で、受信電力の強度変化によ
り回転速度と回転主軸を明らかにすること
に成功しており、今回は多地点よおける同期
受信により、単独地点における測定よりも１
桁以上の測定精度、つまり世界最高レベルの
測定精度の達成を目指す。 
２．研究の進捗状況 
 超小型人工衛星からの送信波を単独地点
と多地点の同期受信から推定した人工衛星
の回転速度の精度の比較を理論値で行った。 
単独地点の受信データは北海道工業大学

構内に設置した地上局で取得した。また、多
地点の受信データは赤平市内の工業団地に
所在する(株)植松電機の研究等に設置した
地上局と、北海道工業大学や(株)植松電機に
設置した地上局と同じ無線設備を所有する
東京都内に在住するアマチュア無線家の協
力を得て取得した。小型人工衛星の回転速度
と回転主軸の推定が可能であることを明ら
かにした。多地点の同期受信では、赤平市内
に設置した地上局と、東京都に在住している
アマチュア無線家の協力により有効なデー
タの取得に成功し、実際の受信電波の解析を
行い世界最高レベルでの姿勢推定の可能性
を示すことに成功した。 
 現在までの研究で、本科研費の研究目標は
理論的にはほぼ達成できたと考えているが、
測定に使用した超小型人工衛星「HIT-SAT」
からダウンロードした姿勢情報のデータ解

析がそのデータ量の膨大さからまだ完了し
ていないため、HIT-SAT 本体で計測した姿勢
変化データが得られていないため、実データ
との比較ができていない。 
 さらに、新しく得られた知見としてはロケ
ットによる複数の超小型人工衛星の打ち上
げ直後に、NORAD から発表される軌道だけで
は、他の超小型人工衛星やロケットの破片な
ど特定ができないため軌道の正確な同定に
かなりの時間を要することが問題となって
いたが、ドップラーシフトを測定することに
より、高い精度での軌道同定の可能性を示す
こともできた。 
３．現在までの達成度 
 ①当初の計画以上に進展している。 
 既に平成 22 年度までの研究で単独地点で
の受信による回転速度の推定に比べて、理論
上では１桁以上の精度での回転速度の推定
に成功している。得られている理論値は、探
査衛星 Helios を偏波面の変化を用いること
で 0.5deg.で姿勢を検出した実績を超えるも
のである。 
４．今後の研究の推進方策 
 現在のところ、理論値による測定精度であ
るため、実際の超小型人工衛星からダウンロ
ードした姿勢変化のセンサデータと比較す
る予定である。 
５. 代表的な研究成果 
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